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36.1％
63.9％

天竜川流域概要図

二輪車生産台数全国比率
出典：浜松経済指標2007

天竜川沿いの工場 流域の土地利用構成 諏訪湖 鵞流峡（狭窄部）

横断図

天竜川水系河床勾配図

天竜川流域地質図

天竜美林 白い砂礫河原

天竜川水系年平均等雨量線図

遠州地域

3％宅地

その他

86％
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11％
農地

XY��XY��

����������

«Ð���«Ð���

±Þ��±Þ��

XY��XY��

����������

«Ð���«Ð���

±Þ��±Þ��

²²

²

�o�o�o�o

MY

�³P�´Y

½Y

$.

��µ

L��s

¶�·¸K�


¹&'K�

º»

��

'((

)(((

*((

+((

,((

,,( ,+( ,*(,(()'()*()+(),()((-'(-*(-+(-,((

(

�
�
t

¸
¹
t

É
Ê
t

#
Ë
t

ð
ñ
t

ÉÊË

�
¼
�
t

4
�
½

ã
¹
t

Ä
Å
�

X
Y
�

¾
¹
¿
�

À
�
Á
Â

«
Ð
�
Á
Â

�
�
Á
Â

Ã
�
Á

�
o

Â

j
#
Á
Â

ð
ñ
Ä

ð
ñ
Ä

ðñÅ�

1/1000~1/500 1/2001/700~1/300 �ÆÇ_

È
�
½

É
Ê
½

É
�

1/700~1/300 �ÆÇ_

Ê
Ë
Ì
Í

©
Î
Ï
Ð

Ñ
Ò
Ó
Ô

�� ×� ��

./0

AAA²²² AAA

CCC²²² BCCC

DDD²²²

DDD

BBB²²² BBB

4
5
½

■天竜川は、長野県茅野市の八ヶ岳連峰に位置する赤岳（標高2,899m）を源とし、諏訪盆地の水を一旦諏訪湖に集めます。
　諏訪湖の釜口水門からは、途中、三峰川、小渋川等の支川を合わせながら、西に中央アルプス（木曽山脈）、東に
　南アルプス(赤石山脈)に挟まれた伊那谷を経て山間部を流下し、さらに遠州平野を南流し、遠州灘に注ぐ、幹川流路延長
　213km、流域面積5,090km2の一級河川です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■天竜川流域は、長野県、静岡県及び愛知県の3県にまたがり、諏訪市、伊那市、駒ヶ根市、飯田市、浜松市、磐田市等の主要都市を
　有しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■流域の年間降水量は、上流域は内陸性気候のため平地帯で1,200～1,800mmと少ないが、それを東西に挟む南アルプスや中
　央アルプスの山岳地帯では1,400～2,800mmと多く、中流域は山間地形のため南からの暖湿気流の影響により1,800～
　2,800mmと多くなっています。下流域は典型的な太平洋側気候のため1,700～2,000mmとなっています。　　　　　　　　
■流域には、東名高速道路、新東名高速道路(建設中)、中央自動車道、国道1号、東海道新幹線、東海道本線、中央本線、飯田線等、日本
　の産業経済の根幹をなす主要な交通が集中し、交通の要衝となっています。　　　　　　　　　　　　　　

天竜川水系の概要天竜川水系の概要

主要な産業主要な産業

ちの やつがたけ あかだけ すわ

かまぐち みぶ

地形特性地形特性

自然環境自然環境

こしぶ きそ

あかいし いなだに えんしゅう

すわ いな こまがね いいだ はままつ いわた

位　置　図

流域の土地利用流域の土地利用

[幹川流路延長]

　　　　213km 　全国9位

[流域面積]

　　 5,090km2 　全国12位

[流域内市町村数]

　　 10市12町15村

[流域内人口]

　　　　 約72万人

[支川数]

　　　　　330 
てんりゅうびりん

がりゅう

1�21�21�2

3�23�23�2

4�24�24�2

■上流域では農業や精密機械産業が発達し、下流域では浜松市を中
　心に自動車産業や楽器産業等わが国を代表するものづくり地域と
　なっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

■流域の土地利用は、山地等が約86％、水田、
　畑地等の農地が約11％、宅地等が約3％とな
　っています。　　　　　　　　　

■上流域は北東部に位置する八ヶ岳連峰の赤岳をはじめ、東部は南アルプスの間ノ岳、塩見岳等、西
　部には中央アルプスの駒ケ岳、空木岳等、複造山帯と呼ばれ、造山運動により形成された複雑な地
　史を持ち、現在もなお隆起を続ける3,000m級の山々に囲まれ、山地の隆起と天竜川の侵食とによっ
　て形成された段丘や田切地形が発達しています。中流域は長野、静岡、愛知の県境となる山間地形
　であり、下流域は扇状地で遠州平野を形成しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■天竜川の河床勾配は、上流域の支川は1/40～1/100程度と急流で、本川は上流部で約1/200程度、中
　流部で約1/300～1/700程度、下流部で約1/500～1/1,000程度と比較的急流です。　　　　　　　
■上流では地形が急峻なことに加え地質が脆弱で大規模な崩壊地が多いため、土砂生産が活発であり、大
　量の土砂は有史以前から谷を下り、遠州平野の扇状地を形成するとともに、御前崎から伊良湖岬に至る
　遠州灘の海岸線を形成しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■上流部では、ミズナラ等の落葉広葉樹林やカラマツ等の針葉樹林が広がる豊かな自然環境を有し、狭窄部の河畔林はヤマセミ等
　が採餌に利用し、砂礫河原にはツツザキヤマジノギク(カワラノギク)、カワラニガナ等の河原特有の植物が生育・繁殖しています。
　砂礫河原の瀬には、ザザムシ（ヒゲナガカワトビケラ等の水生昆虫）やウグイ、アマゴ、イワナ、アカザ等が生息・繁殖するとともに、
　水産魚としてアユが放流されています。ワンドやたまりには、スナヤツメやダルマガエルが生息・繁殖しています。
■中流部は、天竜奥三河国定公園に指定されており、渓谷沿いの山地には天竜美林と称されるスギ・ヒノキの人工林が広がっていま
　す。渓流にはアマゴ、カジカガエルが生息・繁殖し、水辺と森林が一体となったダム湖湛水域は、ヤマセミやオシドリが採餌
　場や休息場に利用し、河畔林をメジロやモリアオガエル等が利用しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■下流部は、扇状地が広がり砂礫主体の白い河原や瀬・淵が続いています。河口部や支川合流部にはワンドや湿地、樹林等が
　形成されています。砂礫河原はコアジサシが営巣地として利用し、瀬・淵ではアユやウツセミカジカ、カマキリ等の回遊魚が
　生息しています。一方、遠州灘沿岸の海岸線が後退したことにより、かつての砂浜が失われつつあります。
■水質については、天竜川本川の環境基準点におけるBOD75%値は環境基準を概ね満足しています。　　　　　　　　

諏訪諏訪諏訪
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締め切り前
（S13年当時の河道）

締め切り後
（S33年当時の河道）

治水の沿革治水の沿革

土砂の管理の沿革土砂の管理の沿革

利水の沿革利水の沿革

きんぱらめいぜん

しょくにほんぎ

れいきてんぴょうほうじ

おおひら

みわ

ときまた

さぶろくさい

しんとよね

あきは

ほうれき でんべえいすじ
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おおにゅう
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佐久間ダム(昭和31年完成) 美和ダム(昭和34年完成) 小渋ダム(昭和44年完成) 新豊根ダム(昭和48年完成)中部電力南向発電所取水堰堤(昭和4年完成/土木遺産)

堤防の整備状況

■昭和20年(1945)の台風10号による大災害を契機に、昭和22年(1947)に上流部改
　修計画を定め、築堤や護岸、水制の整備等の河道改修を実施しました。この際、狭窄部
　の上流においては、開口部が有する洪水時の遊水機能と洪水後の排水機能を保持し
　つつ、堤防の整備を行いました。
■昭和30年(1955)には、天竜峡における計画高水流量を4,000m3/sとする改
　修計画とし、昭和34年(1959)に三峰川に美和ダムを建設しました。
■三六災と呼ばれる昭和36年(1961)6月の梅雨前線豪雨による未曾有の大災害
　や、昭和39年(1964)の河川法の改正を契機に天竜川水系は昭和40年(1965)
　に一級水系に指定され、工事実施基本計画を策定しました。この計画に基づき、
　河道改修を促進するとともに、昭和44年(1969)に小渋川に小渋ダムを建設し
　ました。
■昭和48年(1973)に工事実施基本計画を全面的に改定し、この計画に基づき、河道
　掘削等を行うとともに、堤防の安全性を確保するため高水敷の造成や水衝部対策等
　を実施しました。また、昭和48年(1973)に大入川に新豊根ダムを建設しました。
■昭和63年(1988)からは三峰川において戸草ダムの建設事業に着手し、美和ダム
　の再開発と合わせて平成元年(1989)から三峰川総合開発事業を実施するととも
　に、三峰川合流部より上流部では既往最大となった平成18年(2006)7月洪水に
　よる諏訪湖周辺での浸水、箕輪町での堤防決壊等の甚大な被害を受け、河川激甚
　災害対策特別緊急事業及び河川災害復旧助成事業を実施しています。
■平成21年(2009)より、天竜川中下流部の洪水を防御するため、既設の利水専用
　ダムである佐久間ダムを有効活用し、新たに洪水調節機能を確保する天竜川ダム再
　編事業の建設事業に着手しました。
■平成20年(2008)に策定した天竜川水系河川整備基本方針では、基本高水のピ
　ーク流量は、天竜峡において5,700m3/s、鹿島において19,000m3/sとし、計画
　高水流量は、天竜峡において4,500m3/s、鹿島において15,000m3/sとしました

■明治44年(1911)の大洪水を契機に、大正12年(1923)に第2次改修に着手し、
　川幅の拡張等の河道改修を実施し、大平川および東西の派川の締切を行いました。
■上流部では、昭和7年(1932)から治水事業に着手し、諏訪湖に流入する河川の改
　修、湖岸の整備を行い、昭和11年(1936)に釜口水門を設置しました。

■明治初頭の金原明善による献身的な努力に始まり、明治17年(1884)に下流部
　で第1次改修に着手し、連続堤の整備を進めるとともに、舟運のための低水路工
　事や鹿島から時又までの航路確保のための岩破砕工事を実施し、明治32年
　(1899)に竣工しました。

■天竜川の治水事業に関する記録としては、奈良時代の続日本記の記述が最も古く、
　天平宝字5年（761）に堤防が決壊し、修築されたと記されています。また、霊亀元
　年（715）には地震により天竜川が塞き止められ、その後決壊したとの記述も
　あります。

。

■天竜川水系は、流域全体で山地・森林域が広い範囲を占め、豊富な水量をもつ急流河川で諏訪湖周辺から遠州平野に至る全流域におい
　て水道用水や農業用水、工業用水として利用されるとともに、中部地方内陸部の豊富な森林資源や農産物の水運、さらには急流を活
　かした水力発電等の様々な用途に利用され、地域の文化や開発に大きく貢献し、影響を与えてきました。

■伊那谷では農業用水の確保のため、宝暦2年(1752)に天竜井、天保3年(1832)に伝兵衛井筋、昭和2年(1927)に東天竜用水、
　昭和3年(1928)には西天竜一貫水路等が完成しました。また、昭和23年（1948）に国営竜西農業水利事業に採択された竜西一貫
　水路は、県営事業等を経て昭和43年（1968）に全線が完成しました。
■天竜川下流域の水利用としては、農業用水として天正18年(1590)に寺谷用水が完成したことに始まり、明治17年(1884)に社山用
　水、昭和19年(1944)に寺谷用水と社山用水との連合による磐田用水が通水し、昭和21年(1946)には浜名用水が通水しました。
■昭和25年(1950)に制定された国土総合開発法に基づき、翌26年(1951)に天竜東三河地域が特定地域に指定され、昭和29年

　(1954)に閣議決定された天竜東三河特定地域総合開発計画では、多目的施設の総合利用計画として、上流域では美和ダムと高遠ダム、

　中下流域では佐久間ダムと秋葉ダムが位置づけられました。
■上流域では、洪水調節と水力発電、農業用水補給を目的とした三峰川総合開発（第一次）や小渋川総合開発事業の実施により総合開発
　が本格的に進みました。また、長野県により松川ダム等が建設されました。
■下流域では、農業用水、水道用水、工業用水を合わせた国営三方原農業水利事業が昭和46年（1971）に完成し、豊川用水が昭和43年に
　完成しました。また、磐田用水、浜名用水、掛塚用水やその他の支川及び派川（中ノ町、半場、飯芳）等の既得や新規利水を加えた農業用
　水に水道用水、工業用水を合わせた国営天竜川下流農業水利事業が昭和60年（1985）に完成しました。
■現在これらの用水により、流域内のみならず静岡県西遠地域等や愛知県東三河地域にかんがいする農業用水や水道用水等として、広範
　囲にわたる人々の生活を潤しています。

■昭和28年(1953)に鹿島地点の維持流量を85m3/sと設定し、昭和40年(1965)に策定した工事実施基本計画において鹿島地点に
　おける正常流量概ね86m3/sを定めて以降、これを前提とした貯留制限流量や取水制限流量の設定等の水利秩序が形成され、この
　結果、鹿島地点から河口までの扇状地区間においては、瀬切れのない流況が確保されています。
■平成20年(2008)に策定した天竜川水系河川整備基本方針では、流水の正常な機能を維持するための必要な流量として、宮ヶ瀬地点におい
　て6月から9月までは概ね28m3/s、10月から5月までを概ね25m3/sと定め、鹿島地点において通年で概ね86m3/sと定めました。

■天竜川流域は、中央構造線をはじめとする多くの断層が通り、急峻な地形と破砕・変成作用を受けた脆弱な地質構造により土砂生産
　が活発なため、古来より幾多の土砂災害を起こし｢あばれ天竜｣と呼ばれてきました。また、一方で、天竜川からの土砂供給により御
　前崎から伊良湖岬に至る遠州灘の海岸を形成してきました。
■流出土砂対策としては、昭和12年(1937)の小渋川流域に始まり、その後、三峰川流域、片桐松川流域、太田切川流域、中田切川流
　域、与田切川流域、新宮川流域、山室川流域、藤沢川流域、遠山川流域を加え、天竜川流域の約1/4の面積にあたる約
　1,332km2の区域で、直轄砂防事業を実施しています。
■天竜川水系には治水・利水を目的として多数のダムが建設されてきたが、堆砂によるダムの機能低下や土砂移動の連続性の遮断
　といった問題が発生しました。
■その対策として、美和ダムでは、平成元年(1989)に多目的ダムとしては全国初となる恒久的な堆砂対策に着手し、平成17年
　(2005)に完成した土砂バイパス施設により、貯水池の堆砂を抑制するとともに土砂移動の連続性の改善を図っています。
■小渋ダムにおいても、堆砂対策として平成12年(2000)から堰堤改良事業に着手しています。
■平成21年(2009)より、天竜川中下流部の洪水を防御するため、既設の利水専用ダムである佐久間ダムを有効活用して新たに洪
　水調節機能を確保し、また、佐久間ダムにおいて恒久的な堆砂対策を実施することにより土砂移動の連続性を確保し、貯水池の
　保全を図るとともに海岸侵食の抑制等を目指す、天竜川ダム再編事業の建設事業に着手しました。
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主 な 洪 水 の 状 況

治 水 上 の 課 題洪水

地震

Ｓ36洪水/佐久間小学校被災状況Ｓ36洪水/飯田市松尾の破堤状況

Ｓ58洪水/飯田市松尾地区の被災状況Ｓ58洪水/船明ダム出水状況

Ｓ43洪水/浜松市天竜区横山地区の被災状況 Ｓ43洪水/落橋したＪＲ飯田線大千瀬鉄橋

洪水,高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する現状と課題洪水,高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する現状と課題

■昭和36年(1961)6月洪水では、上流部を中心
　に総雨量が500mmを超過し、天竜川本川の
　17箇所で破堤しました。また、大西山大崩壊等、
　各地で土砂災害による被害が発生しました。　
　　

　 　 　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
■昭和43年(1968)8月洪水では、中流部で総雨
　量が600mmを超過し、浜松市天竜区水窪町
　で鉄砲水が発生して民家が押し流される被害
　や、浜松市天竜区佐久間町において吊り橋の
　大輪橋とJR飯田線の大千瀬鉄橋が落橋する
　被害が発生しました。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■昭和58年(1983)9月洪水では、天竜峡地点・
　鹿島地点ともに観測史上最大の流量を記録
　するとともに、飯田市をはじめ各地で氾濫し、
　6,５８０戸が浸水するなど甚大な被害が発生
　しました。　　　　　　　　　　　

■平成18年(2006)7月洪水では、上流部を中
　心に総雨量が400mmを超過し、計画高水位
　を上回った諏訪湖周辺を中心に浸水被害が発
　生しました。また、天竜川本川では河床洗掘に
　伴い堤脚から堤体土砂が吸い出されて堤防が
　決壊するなど,１８箇所で被害が発生しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　

「上流部」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■鵞流峡等の狭窄部における水位上昇や堤防の高さ不足による浸水等の危険性が依然として高い状況です。
■狭窄部上流等での洪水時の土砂堆積、橋梁や堰、河道内樹木による洪水流下の阻害の危険性が高い状況です。
■洪水時の河岸侵食や河床洗掘等で堤防や護岸への危険性が高い状況です。
■支川の横川川、三峰川、太田切川、小渋川でも堤防の高さが不足しているほか、三峰川、太田切川では河床洗掘等で堤防
　や護岸への危険性が高い状況です。
■31の流入河川に対して放流箇所が釜口水門のみの諏訪湖や流入河川の周辺において浸水被害の危険性が高い状況です。

「中流部」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■山間狭窄部にあって堤防整備が遅れており、堤防の高さが不足する区間で浸水等の危険性が高い状況です。　　　

「下流部」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■資産が集中している河口部から20k地点までの区間で、河道内樹木による洪水流下の阻害や土砂堆積による河積の不
　足が課題となっています。　　　　　
■既設の洪水調節施設が新豊根ダムのみとなっており、洪水調節機能が十分に確保されていないことが課題となっていま
　す。

「全区間共通」
■堤防は、大臣管理区間の約66%が高さ、幅ともに必要な諸元を充足しているものの、堤防の高さや幅が不足している区
　間が約22%、未整備の区間が約11%残されています。
■洪水等による侵食から堤防や河岸を保護するために、必要な高水敷の幅が確保されていない区間や水衝部における局
　所洗堀に対しては、高水敷や護岸の整備が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■堤防の浸透に対する安全性の観点から実施した堤防点検では、浸透に対する安全性を確保するために対策が必要な
　区間の延長は、点検実施済区間の約6割となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■大臣管理区間における許可工作物は、橋梁112橋、堰20箇所、樋門249箇所等が存在するが、桁下高不足の橋梁３１橋
　をはじめ河川管理施設等構造令に適合していないものがあります。　　　　　　　　　　　　　　　

Ｈ18洪水/箕輪町松島北島(天竜川右岸204.8㎞)破提状況 Ｈ18洪水/諏訪市湯の脇地区の浸水
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地震対策強化地域
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■流域の概ね全体が東海地震に係る防災対策強化地域に指定され、下流域においては東南海・南海地震の防災対
　策推進地域にも指定されており、大規模地震災害の危険性が高いことから、河川管理施設の耐震化が課題となってい
　ます。　



page ７page ７

漂砂の遮断等により海岸線が後退天竜川上流部の地形

河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する現状と課題河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する現状と課題

河川環境の現状と課題河川環境の現状と課題

土砂の管理の現状と課題

近年浮上してきた新しい課題近年浮上してきた新しい課題

地球温暖化に起因する海面の上昇や氾濫原及び海抜ゼロメートル地帯への居住地の拡大によ
り、高潮や高波及び津波の災害の危険性が増大すると指摘されており、現行の治水計画レベ
ルでの予防対策の充実強化はもちろんのこと、それを超える自然外力による堤防の決壊も想
定し、ハード・ソフト両面での対策を準備しておくことが重要となります。

年間降水量の変動幅の拡大傾向が続いているため、社会経済活動に深刻な打撃を与えるよう
な取水制限を回避するため、渇水対策を講じる必要があります。

地球温暖化に伴う動植物の生息・生育・繁殖環境の変化も天竜川水系と関係するため、関係
機関と連携しつつ、その変化のモニタリングと河川へ与える影響の学術的知見を積み重ねて
いくことが求められています。

■天竜川水系では、農業用水としては流域内のみなら
　ず西遠地域等及び東三河地域を含むかんがいに、工
　業用水としては主に西遠地域及び東三河地域の工業
　地帯に、水道用水としては飯田市、伊那市、浜松市、磐
　田市など沿川及び近隣の市町村において利用されて
　います。　　　　　
■農業用水については、旧河川法が制定される以前よ
　り社会慣行として成立した水利秩序が権利化した慣
　行水利権があり、昭和３９年（１９６４）の新河川法制定
　以降、慣行水利権の許可水利権化を進めています。
■鹿島地点の流況は、昭和14年(1939)から平成17
　年(2005)の67年間のうち50年間で渇水流量が正
　常流量を下回っています。　　　

■発電用水としては、佐久間発電所、新豊根発電所など55箇所の発電所により総最大出力約218万kwの発電に利用されており、中部地
　方や関東地方における需要に対し、ピーク発電の供給源として重要な役割を果たしています。　　　　　　　　　　　
■水路式の発電所における取水地点から放水地点までの減水区間は、天竜川水系全体で約354kmにのぼり、河川としての環境が保
　持されない状況となっていましたが、昭和63年(1988)以降、水利権の更新時に発電事業者の協力を得て河川維持流量を放流す
　ることに取り組み、現在では287kmの区間(減水区間の約81％)において流況が改善されています。

■水質については、諏訪湖において、高度経済成長とともに生活排水等により富栄養化が急激に進み水質が悪化したが、湖沼水質保
　全計画の策定と下水道整備、底泥浚渫等の実施により、改善傾向にあります。　
■諏訪湖の水質に影響を受ける天竜川本川では、支川の合流によって下流に行くに従い水質が改善し、近年のBOD75%値は環境基
　準を概ね満足しているが、佐久間ダム湖においては環境基準を若干上まわっています。一方、ダムでの洪水貯留や浚渫に伴う濁水の
　長期化により、生物への影響が懸念されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■上流部では、ザザムシ漁等の伝統的な漁業や灯ろう流し等の祭事が現在でも続いています。また、カヌー利用が盛んな他、舟下り
　やラフティング等の川を利用した観光、河川防災拠点の天竜川総合学習館「かわらんべ」や水辺の楽校等を活用した川の環境学
　習が盛んに行われています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■中流部のダム湖や河川では釣りやボート利用などが行われており、下流部では、高水敷の約8割が運動場・公園・緑地として、堤防
　天端が道路として利用されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■上流部では、過去の砂利採取等で砂州の比高差が拡大するとともに、砂礫河原の減少や樹林化が進行し、また、砂礫河原の減少と
　ともに外来生物が侵入し、近年では植物の確認種数のうち外来種が2割以上を占め、特に樹林地ではハリエンジュの植生面積が
　約6割を占めています。また、治水上から河道掘削が必要な区間においては、魚類の産卵場やザザムシ漁にも利用されている箇所
　があることから、配慮が必要となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■中流部では、流下能力の向上等から樹木伐開が必要であり、多様な環境への配慮が必要となっています。　　　　　　　　　
■下流部は、流下能力の向上等から河道掘削が必要な区間において、アユの産卵場やコアジサシの営巣地となっている箇所がある
　ことから、配慮が必要となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■河口部では、治水上から河道掘削が必要であり、ワンドや干潟、ヨシ原等の多様な環境への配慮が必要となっています。

■上流域の土砂生産域は、地形が急峻なことに加えて地質が脆弱であり、大規模な崩壊地が多いことから、土砂生産が活発であり
　土砂災害の危険地域が数多く存在しており、砂防事業により急激な土砂流出の防止を図っています。
■上流域のダムにおいては、平成18年(2006)時点の美和ダムにおける堆砂容量に対する堆砂量の比率が約207%となっており、
　土砂バイパス施設の整備を行い貯水池の堆砂を抑制するとともに土砂移動の連続性を確保しています。同様に小渋ダムでは約
　77%、松川ダムにおいては約138%の比率となっており、洪水時の流入土砂のバイパスを主体とした恒久堆砂対策施設の整備
　を行っています。
■上流域の河道においては、狭窄部における土砂堆積によって河床が上昇し、洪水時の水位上昇の一因となっています。河床高は、
　過去の砂利採取を主因として全体的には低下傾向であったが、現在は砂利採取を行っていないものの、本川の三峰川合流部よ
　り上流側では低下傾向にあり、下流ではほぼ安定しています。また、湾曲部等における局所洗掘が著しく、過去の砂利採取や流下
　土砂量の減少による澪筋の固定化や砂州等の樹林化が生じています。
■中流域のダムにおいては、佐久間ダムの堆砂量が建設後約50年で概ね1２１百万m3と大きく、平成18年(2006)時点で総貯水
　容量に対する堆砂量の比率が約36％となっています。
■下流域の河道においては、流下土砂量の減少と高水敷の造成等により砂州の単列化、澪筋の固定化が生じ、固定化された砂州
　では樹林化が進行しています。一方、局所洗掘による高水敷の侵食が生じています。
■河口においては、流下土砂量の減少により河口砂州や河口テラスが後退しています。



page ８page ８

5�6- 	76- 89�:-
;<=>-
?@ABC-
;<=>:-

5"DE�:-
F5"GDEH
IJKC�:L

E- M-

��� - NO(((-PQRS- )O(((-PQRS +O(((-PQRS
���-

T - U - )NO(((-PQRS- )ON((-PQRS )QON((-PQRS

VWXYZ[\]G;<-
IJ-

■治水の目標設定にあたっては、天竜川水系河川整備基本
　方針で定めた長期的な目標に向け、段階的に安全度を向
　上する計画目標を設定するとともに、我が国屈指の急流・
　土砂流出河川であることから、その計画規模や整備水準
　を超える豪雨・渇水に見舞われても、被害を最小化できる
　信頼性の高い危機管理対策を講じていく設定とします。
■利水の目標設定にあたっては、天竜川水系河川整備基
　本方針で定めた長期的な目標を踏まえた設定とします。
■河川環境の目標設定にあたっては、天竜川らしい河川環境
　の特性を踏まえた設定とします。　　　　　　　　　　
■土砂の管理の目標設定にあたっては、天竜川水系河川整
　備基本方針で定めた長期的な目標に向け、土砂生産域か
　ら海岸までを一貫して捉えるとともに各区域の特性を踏
　まえ、段階的に流砂系の健全化を図る設定とします。　　

対象区間

対象期間
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整備計画の対象区間・対象期間整備計画の対象区間・対象期間 河川整備計画の目標河川整備計画の目標

大臣管理区間、並びに本計画の目標達成
に必要な施策を講じる必要がある指定区
間及び流域とします。

整備目標に対して河川整備の効果を発現
させるために必要な期間として概ね30年
とします。

※河川整備計画は現時点の流域における社会経
　済、自然環境、河道等の状況を前提として策
　定したものであり、策定後のこれらの変化や
　新たな知見、技術の進歩等により、対象期間
　内であっても必要に応じて適宜見直しを行い
　ます。

※1 抑崩止岩：山腹における崩壊を抑止し、河道での巨岩の急激な流下を防ぐこと。
※2 流砂造浜：流水の営力によって土砂を流下させ、海岸に土砂を供給することによって、海浜の造成に役立てること。
※3 順応管理：土砂動態の把握に努め、その特性に順応した流砂系の管理を行うこと。

よくほうしがん

りゅうさぞうひん じゅんのうかんり

整備計画対象区間

●流水の正常な機能の維持については、景観や動植物の生息・生育など河川本来の水環境の保全・再生に向け、水利用の合理化を
　推進することにより、天竜川水系河川整備基本方針に定めた正常流量の一部を回復するよう努めます。

●多様な動植物が生息・生育・繁殖する良好な自然環境の保全を図りつつ、失われるなどした河川環境の再生に努めるととも
　に、天竜川流域の豊かな自然環境を背景とした、良好な景観の維持・形成に努めます。
●人と川との豊かなふれあいの増進については、関係機関と連携し、生活の基盤や歴史、文化、風土等を形成してきた天竜川流
　域の恵みを活かしながら、水辺に「にぎわい」を創り出し地域交流・連携を進めます。
●水質の維持・改善の推進については、諏訪湖の水質保全の取り組みをはじめ、関係機関と連携し、良好な水質の維持と更なる改
　善に努めます。

●流域の源頭部から海岸までの一貫した土砂の運動領域を「流砂系」という概念で捉え、自然の理を活かし、抑崩止岩※1、
　流砂造浜※2、順応管理※3を行います。
●土砂流出が極めて活発な土砂生産域においては、土砂災害に備えるために、砂防堰堤、床固工群等の砂防施設により、崩落を抑制
　するとともに巨岩の流下を防止しつつ、適切な土砂の流下を確保します。
●ダムにおいては、土砂の堆積による機能の低下に備え、堆砂容量の設定により計画的に容量を確保するとともに、恒久堆砂対
　策施設等の整備により土砂を流下させます。
●河道においては、土砂の堆積による河床上昇や側方侵食に備えるため、土砂の流下を促進する河道の形成によって土砂を流下さ
　せるとともに、巨石を用いた防御施設の設置及び維持管理河床や維持管理河岸の設定による河道管理により、氾濫の被害を軽減さ
　せます。
●海岸においては、ダムや河道において土砂を流下させることにより、河口からの流出土砂量を増加・回復させ、海浜を造成します。
●流砂系全体を通しては、継続的なモニタリングによって土砂動態及び土砂の流下による河川環境の変化の詳細な把握に努め、そ
　の結果を分析して維持管理も含めた土砂対策に反映し、順応的な土砂の管理を推進します。
●上流域では、過去から土砂災害を被ってきた地域社会特性、土砂移動の連続性確保等の観点から、小渋ダム等においては排砂機
　能を確保し、また美和ダムにおいては排砂機能を強化し、土砂を流下させます。
●中下流域では、海岸線の後退の抑止、土砂移動の連続性確保等の観点から、佐久間ダムにおいて排砂機能を確保し、土砂を流下させ
　ます。

●土砂流出の多い急流河川である天竜川の特性を踏まえるとともに、過去の水害の発生状況、流域の重要度やこれまでの整備状
　況など、天竜川水系河川整備基本方針で定めた長期的な目標に向けた段階的な整備等を総合的に勘案し、戦後最大洪水と同
　規模の洪水が発生しても、釜口水門放流量の段階的な増量分も含め洪水を安全に流下させることを目標とします。

●計画規模を上回る洪水が発生した場合や、整備途上に施設能力以上の洪水や高潮が発生した場合、大規模崩壊や土石流等に伴う土
　砂流出が発生した場合、大規模地震の直後に洪水・高潮に見舞われた場合に、その被害をできるだけ軽減します。
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河道掘削・樹木伐開・引提

洪水調節機能の強化

工作物の改築等

樹木伐開河道掘削イメージ図

主な河川整備箇所図

佐久間ダム容量確保のイメージ

■河道整備流量を計画高水位以下で安全に流下させるために必要な河
　積が確保されていない場合には、水位低下対策として河道掘削や洪水
　流下の阻害となる河道内樹木の伐開、引堤を行います。
■上流部では、伊那・伊北地区において平成18年(2006)7月洪水を機に
　実施中の河川激甚災害対策特別緊急事業を含む河道掘削や樹木伐開を
　行います。
■三峰川合流部より下流においては鵞流峡等の河道掘削や樹木伐開、引
　堤を行います。
■中下流部では、船明ダム下流において、河道掘削や樹木伐開を行います。

■著しく治水上の支障となる橋梁や堰については、治水効果や上下流の
　バランスを総合的に勘案しつつ、施設管理者と連携・調整して優先的に
　改築を行います。
■河道掘削・引堤に伴い改築等が必要となる橋梁、樋門については、施設
　管理者と連携・調整して補強・改築を行います。

■上流部では、美和ダム等の既設ダムの洪水調節機能を強化するととも
　に、美和ダム上流域において関係機関と調整し、砂防事業と連携を図
　りながら土砂対策・河床安定化対策等を実施します。
■戸草ダムについては、今後の社会経済情勢等の変化に合わせ、建設実
　施時期を検討します。
■中下流部では、佐久間ダムに新たに洪水調節機能を確保する天竜川ダ
　ム再編事業により、洪水調節機能を強化します。 東海道新幹線
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洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

洪水の通常の作用に対する安全性の強化

防災関係施設の整備

被害を最小化するための取り組み

狭窄部上流の水位上昇対策

■周辺に資産が集中している諏訪湖では、31の流入河川に対して放流箇所は釜口水門のみとなっており、過去から段階的に放流
　量を増加させているものの、洪水時には諏訪湖の周辺や流入河川の沿川で浸水被害が繰り返し発生しています。こうした被害
　の軽減に向け、雨量・洪水予測技術の向上により下流本川の洪水状況とのバランスを図りながら釜口水門を弾力的に運用す
　るための調査・検討を進め、関係機関と連携して可能な対策を推進します。

諏訪湖周辺等における被害の軽減に向けた対策

扇頂部対策

洪水時の急流対策

�Þ¯

開口部の機能

浸透防止対策のイメージ図

根固工

河川防災ステーション整備イメージ
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堤防断面不足のイメージ図

■家屋等への被害が生じる無堤箇所及び堤防断面が不足する箇所にお
　いて堤防を整備します。　　　　　　　　　　　　　　　　
■整備に際しては、上下流や本支川のバランス、堤防の左右岸バランス、
　背後地の状況、本支川の連続性を考慮し、安全度の低下する区間が生
　じないよう段階的に進めます。　　　　　　　　　　　　　
■歴史的な治水の知恵として継承されている、開口部が有する洪水時の
　遊水機能と洪水後の排水機能は基本的に保持することとし、土地利用
　の誘導、河川情報の提供を関係機関と連携・調整して推進します。ただ
　し、背後地の状況変化等により新たに対策の必要性が高まった地区に
　ついては、関係機関と連携・調整して必要な対策を実施します。
■下流部において必要な高水敷幅が確保されていない区間や水衝部にお
　ける局所洗掘等が発生している箇所について、高水敷や護岸を整備しま
　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■堤防の浸透に対する安全性の確保については、堤防の浸透に対する詳
　細点検の結果を踏まえて浸透対策を実施します。　　　　　　　　　
　　　

■扇状地の上端となる扇頂部では水衝部となっている箇所があり、洪水時の侵食・洗掘を生じやすく、堤防決壊の危険性があり
　ます。これに対処するために、堅固な護岸や根固工、水制等を整備し、高水敷を造成して堤防強化を行います。

■洪水時には土砂を大量に含む速い流れとなり、河岸侵食や河床掘削が生じや
　すい湾曲区間の外岸部や澪筋が護岸前面に固定化した箇所において、河床洗
　掘等により堤防が破壊されないよう、練石張護岸等の整備、さらには巨石の
　活用など堅固な護岸構造とします。　　　
■河床洗掘に対しては、経年的な最深洗掘深に対して護岸の根入れが不足する
　箇所や、根固工が入っていない箇所のうち、水衝部を優先して護岸根継ぎ、根
　固工、水制等を整備します。
■洪水中の洗掘状況が未だ解明されていないことから、今後も実態解明のため
　の調査・検討を進めます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地震対策

■天竜川は流域の概ね全体が東海地震に係る防災対策強化地域に指定され、下流域においては東南海・南海地震の防災対策
　推進地域にも指定されており、地震動に伴う基礎地盤の液状化等により堤防の沈下、崩壊、ひび割れ等が生じ、浸水による被
　害が発生する恐れがあります。このため、現在から将来にわたって考えられる最大級の強さを持つ地震動に対し調査検討を
　行い、浸水による二次災害の恐れがある箇所については、耐震対策を推進します。

■計画規模を上回る洪水や高潮が発生した場合、整備途上で施設能力以
　上の洪水や高潮が発生した場合、大規模地震の直後に洪水や高潮に見
　舞われた場合の被害を軽減するとともに、復旧・復興にかかる時間を極
　力短くするため、災害復旧資材の備蓄、情報の収集・伝達、災害復旧活動
　の拠点のための河川防災ステーション等を整備します。
■水防倉庫を関係機関と連携して整備するとともに、水防資機材の常備、水防活
　動に使用するための備蓄土砂として第二種側帯を整備します。
■迅速な復旧活動を行うため、既往洪水の実績等も踏まえ、必要に応
　じて堤防天端等に設けた管理用通路の機能強化を図るとともに、高
　規格幹線道路等とのネットワーク化を行い、関係機関と連携・調整しな
　がら広域防災ネットワークの構築に取り組みます。

■災害関係の情報伝達体制の充実を図るとともに、洪水ハザードマップの作成支援、洪水ハザードマップを活用した地域住民
　参加の防災訓練等の防災啓発活動により、住民の防災意識の向上を図ります。また、二線堤や洪水時の遊水と洪水後の排水
　機能を有する狭窄部上流の開口部の機能の維持と活用による被害軽減等について、関係機関と連携・調整を図り実施します。

■天竜川には狭窄部が多く存在し、狭窄部上流では洪水時の土砂堆積によって水位上昇が生じる可能性があります。このため、
　歴史的な治水の知恵で狭窄部の上流に継承されている開口部を保持することとします。この際、背後地の開発が進むことで水
　害リスクを増大させないような土地利用の誘導や河川情報の提供を関係機関と連携・調整して推進するとともに、堤防強化
　等の必要な対策を実施します。
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河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

河川環境の整備と保全に関する事項河川環境の整備と保全に関する事項

良好な自然環境の保全・再生・創生

特徴的な景観の維持・形成

■良好な親水空間として、水際の形状の変化やヨシ原等、水辺景観の維持・形成に努め
　ます。

水辺景観の維持・形成

動植物の生息・生育・繁殖地の保全・再生・創生

渇水(静岡新聞/平成6年8月)

外来生物(アレチウリ)駆除活動

ラフティング

ヨシ原

コアジサシ

■河川水の適正な利用を図るため、許可水利権については、水利権の更新時に使用水量の実態や給水人口の動向、受益面積や
　営農形態等の変化、再利用の可能性を踏まえて見直しを適正に行うとともに、慣行水利権については、水利用実態の把握に努
　め、取水施設の改築等の各種事業の実施の機会を捉えるなど積極的に許可水利権化を推進します。

■渇水による被害を最小限に抑えるため、発電ダムからの流量補給や利水
　者相互の水融通の円滑化、節水対策等の渇水対策について、関係機関と連
　携して推進します。　　　　　　　　

■上流部の南向堰堤下流では、天竜川水系河川整備基本方針で設定した正
　常流量に基づき、平常時の流量増加に関して関係者と調整を図ります。
■佐久間ダム下流、新豊根ダム下流、気田堰堤下流等では、減水区間の解消
　に向けて関係者との調整を図ります。　　　　　　　　　　　　　

■良好な自然環境の保全を図りつつ、失われるなどした河川環境の再生
　に努めるため、多自然川づくりや自然再生の取り組みを一体的に
　行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■多自然川づくりの取り組みでは、現状の河床形態や動植物の生息・生育
　・繁殖環境に配慮した瀬・淵等の保全等、その影響の回避・低減に努め、
　良好な河川環境の保全に努めます。
■自然再生の取り組みでは、流域の視点を踏まえ樹林化の進行や外来生
　物の侵入など河川環境の状況に応じ、地域住民や関係機関と連携しな
　がら良好な河川環境の再生や創生に努めます。　　　　　　　　　　

■流水の正常な機能を維持するため、許可水利権の更新時における適正な見直しや慣行水利権の積極的な許可水利権化ととも
　に、水利秩序に配慮しつつ関係機関と調整・協議のうえ総取水量表示等の水管理を行い、水利用の合理化を推進することで正
　常流量の一部を回復するように努めます。
■鹿島地点における正常流量の一部回復に向け、水利用の合理化について関係者との調整を図ります。

■多様な動植物を育む瀬・淵、ワンドやたまり、河岸、砂礫河原、河畔林、河口干潟等のモニタリングを行いながら、良好な自然環境
　の保全に努めます。
■上流部では、段丘や狭窄部の河畔林や崖地、支川合流部等の細流や湧水のある砂泥底、瀬・淵の保全に努めます。
■中流部では、渓流環境、河畔林や湖畔林の保全に努めます。
■下流部では、瀬・淵や支川合流部に形成されている多様な湿地環境の保全に努めます。
■河口部の干潟、ワンドや湿地環境は、保全に努めます。また、河道内の樹木は周辺の環境における位置づけ等に配慮し、適切に管
　理します。
■動植物の生息・生育・繁殖地の再生・創生については、貴重種等の生息・生育・繁殖環境について、河川水辺の国勢調査等、定期的
　なモニタリングを行いながら、樹林化の進行やアレチウリなどの外来生物の侵入等により環境が悪化した箇所の樹木伐開、比高
　の高い砂州の掘削を実施し、天竜川本来の砂礫河原環境の再生に努めます。また、河口部において河岸を水制等で保護する際など、
　ワンドをはじめ動植物の生息・生育・繁殖地の再生や創出に努めます。
■外来生物の駆除については、河川愛護団体、NPO、市民団体、地域住民との協働のもと
　で、定期的な駆除に取り組むとともに、河川水辺の国勢調査等で定期的なモニタリン
　グを行い、必要に応じて情報の共有や監視、防除を行うことで侵入や拡大の抑止に
　努めます。
■ダムや堰により魚類の上下流への往来が阻害されていることについて、関係者と改
　善に向けた調整に努めます。

■上流域では中央・南アルプスを背景とした砂礫河原の風景、名勝天龍峡をはじめ
　とした狭窄部、中流域では天竜奥三河国定公園に指定されている豊かな自然環境、
　ダム天端からの眺望や湖面に映る天竜美林、下流域では河口や海岸へとつなが
　る砂礫主体の白い河原や支川合流部付近のワンド状の静水域や湿地といった景
　観の維持・形成に努めます。
■天竜小渋水系県立公園第2種特別地域に指定され、天竜舟下りやラフティングに利
　用されている鵞流峡の河道掘削は、景観に及ぼす影響が少なくないと考えられるため、
　模型実験等による掘削形状等の詳細な検討のうえ、関係機関等と十分に調整して行い
　ます。
■景観法に基づき、景観行政団体が策定する景観計画との整合を図ります。

■河川や諏訪湖の利用状況、沿川地域の水利用状況、河川環境の現状を考慮し、下水道等の関連事業や関係機関との
　連携・調整、地域住民との連携を図りながら、水質の保全と改善に努めます。
■ダムからの濁水長期化に対しても関係機関等と連携し、天竜川の良好な水質の維持と更なる改善に努めます。

みなかた

けた

■関係機関と連携し、天竜川水系を特徴づける歴史的、自然的、文化的な河川景観と地域の観光資源とが一体となった良好な水辺
　景観の保全・整備を図ります。
■地域との協働で行う河道内樹木の伐開や外来生物の駆除といった河川愛護活動とあわせて河川と地域の密接な関係を再構築
　していきます。
■水辺のふれあい拠点は、関係自治体等と連携し、地域及び河川の特性を活かした交流拠点とし、伝統行事やイベント、スポーツ等
　に利用できる拠点整備、水面利用の活性化を図るためのカヌー・ラフティングの発着施設の整備、魚釣りや子ども達の体験活動
　のための安全に水辺に近づける河岸等の整備、遊歩道・サイクリング道等の河川空間整備を行います。
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総合的な土砂の管理に関する事項総合的な土砂の管理に関する事項

■河道において、経年的な河床変動や樹林化の進行状況の把握に努めるとともに、砂防堰堤の整備、ダムの堆砂対策施設整備、
　河道改修後の土砂移動の変化についても、出水前後の河床変動と河道内樹木の生育状況のモニタリングにより把握します。

河床変動と河道内樹木のモニタリング

美和ダム恒久堆砂対策

■小渋ダムに新たに土砂バイパス施設を整備し、貯水池への土砂流入を抑制するとともに、ダム地点における土砂移動
　の連続性を確保します。

小渋ダム恒久堆砂対策

佐久間ダム恒久堆砂対策
（天竜川ダム再編事業)

■美和ダム、小渋ダム、松川ダム、佐久間ダムの恒久堆砂対策施設及び下流河道に流下する土砂量と粒度分布のモニタリングを
　行います。

恒久堆砂対策施設関連のモニタリング

■土砂の流出、堆積、侵食、移動等に関するデータをモニタリングし、土砂収支モデルを作成して、土砂動態のメカニズムを
　明らかにします。

土砂移動の解明に向けた検討

■流砂系全体において、土砂の流下による、河川環境の変化の把握、生物の応答メカニズムの把握・解明のために、継続的なモニタ
　リングを行います。

土砂の流下による河川環境の変化の把握

■平成15年(2003)7月に静岡県と愛知県により策定された遠州灘沿岸海岸保全基本計画との整合を図り、海岸管理者との連携に
　努めます。

■土砂動態および土砂の流下による河川環境の変化を把握するため、継続的なモニタリングを実施するとともに、その結果を分析し
　て維持管理も含めた土砂対策に反映し、順応的な土砂管理を推進します。

三峰川バイパスは洪水時の濁った
水を下流へバイパスし、ダム湖に
堆積しない様にします。三峰川バイパス吐口

三峰川バイパス
（洪水バイパストンネル）

三峰堰、貯砂ダムは、粗い土砂を堰き
止め（沈降させ）洪水後に取り出すこ
とを容易にします。堰き止めた粗い土
砂は、コンクリートの材料など、砂利
資源として有効に利用していきます。

三峰川バイパス吐口

三峰堰（分派堰）

美和ダムの堆砂状況(平成11年)

狭窄部上流の浸水状況

美和ダム恒久堆砂対策事業のイメージ図

天竜川ダム再編事業のイメージ図

佐久間佐久間ダムダム

秋葉秋葉ダムダム

放流能力確保・排砂機能確保

治水容量確保

排砂機能確保

排砂機能確保

治水容量確保

（既設排砂ゲートの活用）
貯水池掘削

発電容量買取

コンジットゲート(既設ゲートの改造)

土砂バイパストンネル(吸引方式)
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海岸線の侵食の進行 沿岸漂砂を阻止する構造物の影響や河川供給土砂の減少により、
遠州灘では海岸侵食が進行

貯砂ダム

■洪水時の急激な河道への土砂流出を防止するため、砂防事業を継続的に実施します。実施に際しては、透過型砂防堰堤の整備等
　で定常的な土砂供給に配慮します。
■関係機関との調整を図り、土砂崩壊等を防備する良好な山林づくりへの協力に努めます。

■美和ダムの恒久堆砂対策施設のうち、完成している土砂バイパス施設を運用し、貯水池への土砂流入を抑制するとともに、
　ダム地点における土砂移動の連続性を確保します。
■新たに湖内堆砂対策施設の整備を行い、貯水池への堆砂を抑制するとともに、ダム地点における土砂移動の連続性を強
　化します。

■佐久間ダムに新たに吸引工法と土砂バイパストンネ
　ルによる恒久堆砂施設を整備し、貯水池への土砂流
　入を抑制し、ダム地点における土砂移動の連続性を
　確保し、流下土砂量を佐久間ダム下流で0ｍ3/年から
　約20万m3/年に増加させ、海岸侵食の抑制等を目指
　します。　　　　　　　　　　　　　

湖内堆砂対策施設

分派堰を越えてダム湖に流入した
土砂を排砂します。

■上流部では、土砂を大量に含む速い流れによる侵食や河床洗掘に対して適切な深さと規模の護岸や根固工の設置等、侵食・洗掘
　対策を実施します。
■三峰川合流部より下流では、土砂堆積による水位上昇が生じやすい狭窄部上流において開口部を設けており、土地利用の誘導や
　河川情報の提供を関係機関と連携して行うとともに、堤防強化等の
　必要な対策を実施します。
■土砂の堆積しやすい支川合流点付近や狭窄部上流を対象に、土砂
　堆積による洪水流下の阻害の影響を低減させる管理河床高の検
　討や、ダムの恒久堆砂対策施設による流下土砂量の増加を踏まえ、
　安定した河床を維持するために必要な砂利採取等の措置の検討を
　行います。
■下流部では、河道内樹木の繁茂により、上流から流下した土砂の
　捕捉や砂州の固定化といった問題が生じているため、河川環境へ
　の影響を考慮したうえで樹木伐開を行い、河道における土砂の流
　送力を確保します。
■河道改修により発生した土砂については、関係機関との調整を図
　り、海岸域の養浜に活用します。
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■洪水時に流出するゴミや流草木、不法投棄されたゴミ等は、関係機関や地域住民と連携して速やかに撤去処分し、河川環境への負荷
　を軽減します。
■河川の水質については、水質調査による定期的な監視とともに、河川巡視等での排水等を含む日々の監視により、状況を的確に把握し
　ます。

■河床・河岸の維持管理は、定期的な縦横断測量等により形状の変化を把握するとともに、洪水等により河道内に堆積した土砂に
　ついてはモニタリングを継続的に実施し、洪
　水の安全な流下等に支障となる場合には、
　瀬や淵、動植物の生息・生育・繁殖、水際部の
　多様性等の河川環境に配慮し、河道掘削等の
　必要な対策を実施します。
■河道内の樹木の維持管理は、河川巡視等に
　より河道を監視し洪水流下の阻害や河川管
　理施設への悪影響、河川巡視の支障の解消
　のため、必要に応じ伐開等を行います。

■許可工作物の適正な維持管理は、施設管理者に許可条件に基づく適切な管理・改築等の指導や協議を行います。

■洪水流下の阻害となる流木やゴミ等の流下物の処理は、できる限り適切に除去を行います。また、流木の処理は、コストの縮減を
　踏まえながら有効に利用し、河川環境への負荷の軽減に努めます。

洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
河川環境の維持に関する事項

洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
河川環境の維持に関する事項

河川管理者による清掃 河川巡視

河道内樹木による洪水流下阻害・樹木流木化(安間川合流点上流（5.0km付近）)

ダムの点検整備(ゲート放流・ゲート放流の通報)の状況

防災訓練の実施状況

住民協働によるゴミ清掃の状況

■平常時や出水時の河川巡視や点検及び定期的な縦横断測量調査等により、堤防や護岸の沈下、損傷状況や施設の老朽化の状況
　等を適切に把握し、必要な対策を実施します。
■管内で震度4以上の地震が発生した場合には、堤防や護岸等の河川管理施設等の状況把握、異常の早期発見のために河川巡視を
　行います。また、東海地震の防災対策強化地域では、観測
　情報発表時等の対応段階に則して事前点検を実施します。
■出水・地震等による漏水や河岸の侵食、堤体の亀裂等によ
　り、堤防の安全性が損なわれるなど河川管理施設が損傷し
　た場合には、速やかな復旧を実施します。
■現在から将来にわたって考えられる最大級の強さを持つ
　地震動に対し、耐震点検・対策を実施します。
■堤防除草は、堤防の変状の早期発見、ゴミの不法投棄対策
　のため行います。また、堤防法面に繁茂して張芝を枯死させるオオキンケイギクの駆除を計画的に行います。

■定期的な点検・整備により機能の確保を図るとともに、河川巡視等で異常・損傷を発見した場合には、原因の調査と必要な対策
　を実施します。
■管内で震度4以上の地震が発生した場合には、樋門等の河川管理施設等の状況把握、異常の早期発見のために河川巡視を行
　います。また、東海地震の防災対策強化地域では、観測情報発表時の対応段階に則して事前点検を実施します。
■出水・地震等により、樋門等の河川管理施設が損傷した場合には、速やかな復旧を実施します。
■現在から将来にわたって考えられる最大級の強さを持つ地震動に対し、耐震点検・対策を実施します。
■劣化診断の結果、老朽化等による問題が生じた河川管理施設は、コストの縮減を踏まえながら信頼性の向上や長寿命化を図る
　ため、補修・更新を行います。

■光ケーブル・河川監視用カメラ等の機器の維持管理は、洪水時における浸水の危険性に関する情報や水位・流量等の河川情報を
　迅速に収集し、住民避難や水防活動等への対応に活用するため整備を推進するとともに、観測や通信が常に適正な状態で行える
　よう保守点検を行います。また、データの迅速な収集・備蓄・活用を図るとともに、情報の一元化等の効率化により管理の高度化
　に努めます。
■防災拠点等の危機管理施設の維持管理は、洪水や地震等の災害時に必要となるブロックや土砂等の水防資機材や災害復旧資
　材について、備蓄の場所や量を適切に確保します。また、平常時は貴重なオープンスペースとなることから、市町や地域と連携し
　て適正な利用を推進します。

■洪水時や渇水時等に機能を最大限発揮させるとともに、長期にわたって適正に運用するため、日常的な点検整備、計画的な維持
　修繕を行います。
■堤体の観測を適切に行うとともに、ダム本体、ゲート、機械・電気設備、雨量・水位観測機器等の維持補修を適宜行います。
■地震発生の際、ダム堤体部に設置した地震計で地震動の最大加速度25gal以上を観測した場合、又はダム地点周辺の気象台で
　気象庁震度階４以上が発表された場合には、堤体や貯水池等の状況把握、異常の早期発見のために巡視を行うとともに、損傷が
　生じた場合には、速やかな復旧を実施します。また、東海地震の防災対策強化地域では、観測情報発表時の対応段階に則して事前
　点検を実施します。

■ダム貯水池斜面の崩壊箇所、安全柵・進入防止柵等の安全施設の点検のため、ダム貯
　水池の巡視を行うとともに、湖面の安全確保と水質や生態系の保全等に配慮し、適
　正な湖面利用が行われるよう管理します。
■ダム貯水池への流木・ゴミ等の流下物は、ゲートの破損や操作の支障、ダム下流河川
　の洪水流下の阻害、樋門の排水機能等への支障、河川利用や河川環境への支障
　となるため、できる限り適切な除去を行います。流木の処理は、コストの縮減を踏ま
　えながら有効に利用し、河川環境への負荷の軽減に努めます。
■貯水池及び下流河川の水環境の保全・維持に努めます。
■堆砂の進行による貯水池機能の低下を防ぐため、必要に応じ堆積土砂の除去等の
　堆砂対策を実施するとともに、美和ダム、小渋ダム、佐久間ダムの恒久堆砂対策施設
　の維持補修を行います。

■情報の伝達等に際しては、観測機器の精度の向上や情報伝達訓練等により、水防団
　等への迅速かつ正確な伝達体制を整備するとともに、防災関係機関や報道機関との
　連携により、住民等への迅速かつわかりやすい提供に努めます。
■水防団等による水防活動の円滑化のため、水防警報の発令を適切に行うとともに、
　水防活動への理解と関心を高めて洪水等に備えるため、水防団や地方公共団体等と
　連携し、出水期前に重要水防箇所の合同巡視や情報伝達訓練、水防技術講習会、水防
　訓練等を実施し、特に注意を要する箇所の周知や水防技術の習得を図ります。
■河川情報システムは、河川監視用カメラの画像や雨量・水位等の情報を常に適正な状
　態で収集するよう保守点検を行うとともに、重要度が高い箇所にカメラや光ケーブ
　ル、通信設備等の整備を行います。　

■渇水時の対応を適切に行うため、関係機関及び水利使用者等と連携し、情報提供や
　情報連絡の体制を整備するとともに、渇水による被害を最小限に抑えるため、発電
　ダムからの流量補給、利水者相互間の水融通の円滑化、節水対策等を推進します。　

■河川愛護団体、ＮＰＯ、市民団体、地域住民とのパートナーシップを確立し、協働による河川清掃活動、河道内樹木の伐開や外来
　生物の駆除活動等への自主的な参画により、地域と一体となった河川管理の推進を図ります。　
■ダム設置地域の周辺自治体、関係住民団体と協力して水源地域ビジョン、地域に開かれたダムで計画された周辺地域活性化方
　策を積極的に実施します。
■不法耕作地、不法な高水敷の占用については、関係機関と連携して撤去及び原状回復の指示による違反行為の是正・適正化に取
　り組みます。
■不法占用を含め多数の船舶が係留されていますが、これらについては、関係機関との連携を深め、不法係留対策を進めます。
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普段は、流れてくる土砂は貯めずに下流に流し、土石流が起きた場合
にだけ土砂や流木を食い止める働きを持つ砂防堰堤をいいます。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

洪水などによって特に大きな水害の発生した区間について、災害の発
生を防ぐために、一連の区間について河川改修を緊急に実施する事業
のことです。

平常時と洪水時の流量の差が大きい川で平常時の水の流れを一定
範囲に収めた部分を低水路、堤防の安全性を高めるために低水路よ
り高くした所を高水敷といいます。高水敷は洪水時に水につかることが
ありますが、平常時は利用が可能な土地であるため、グラウンドや公
園など様 な々形で利用されています。
また、低水路と高水敷がある河道を複断面河道といい、高水敷のない
河道を単断面河道といいます。

堤防あるいは河岸を保護する施設を護岸といいます。また、低水路に
設置する護岸のことを低水護岸、堤防の表面に設置するものを高水護
岸といいます。護岸は、川の流れの強さに応じて石やコンクリートブロッ
クなどを使って作られます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 増水した時に、護岸や堤防にあたる水の流れが特に強いところを水衝

部といいます。水衝部は、川が湾曲したところに多く見られます。水衝
部では、川底の土砂が削りとられる河床洗掘や強い水の流れにより護
岸が壊れやすくなります。護岸が壊れると、水の流れにより河岸が削り
取られる河岸侵食が起こります。護岸や堤防が壊れるのを防ぐため、
水衝部には水の勢いを弱める水制を置いたり、護岸の根元を河床洗
掘から守る根固工を置いて護岸を守る必要があります。　　　　　　　
　　　　　　　　　

川を流れる水の作用（侵食作用など）から河岸や堤防を守るために、水
の流れる方向を変えたり、水の勢いを弱くすることを目的として設けら
れる施設を水制といいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

多自然川づくりとは、治水上の安全性を確保した上で、草花や緑にあ
ふれ、鳥や昆虫などさまざまな生き物を育む、多様で豊かな自然環境
を保全、創出し、再生することを目指す川づくりのことです。例えば、
魚類の生息に重要な瀬と淵の創出、木や石を用いた空隙のある多様
な水辺環境の創出、護岸表面の覆土等による緑化などです。　　　　　
　　　　　　

外来種とは、他地域から人為的に持ち込まれた生物のことをいいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

遠江国長上郡安間村（現浜松市東区安間町）に生まれ自己の資産をな
げうって、天竜川の改修を計画しました。明治4年、明善は鹿島から掛
塚にいたる間の河幅を定め、乱流を調整するために堤防改修の必要性
があるとし改修堤防の位置の決定を行い、これが堤防改良のはじめだ
といわれています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計画高水流量とは、河川整備基本方針の中で決定される洪水防御の
基本となる流量のうち、基準地点において発生する基本高水を流域内
の洪水調節施設により調節し、主要な地点で設定される流量を指しま
す。

洪水時に河床（かしょう：川底のこと）の洗掘（せんくつ：川を流れる水
により川底や堤防が削られること）が著しい場所において、護岸基礎
工前面の河床の洗掘を防止するために設けられる施設です。　　　　
　　　　　

発電取水により河川流量が少なくなる区間をいいます。
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水辺の楽校とは、国土交通省が進めているプロジェクトで、NPO、ボラ
ンティア団体等の地域の方 と々協力しながら、水辺が自然体験場、遊
びの場として活用 されるような仕組をつくります。また、自然の状態を
極力保全、あるいは瀬や淵、せせらぎ等の自然環境を創出するととも
にアクセス改善のための緩傾斜河岸の整備等を通じ、子ども達が自
然と出会える安全な水辺をつくります。

増水した時に浸透とは、河川の水位が高くなると川側から堤防内に向
かって浸透流という水の流れが発生します。この浸透流により、堤体
の土砂が堤防断面から湧出すると、その箇所が泥状となって土砂が
流れ危険な状態になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

河川周辺の敷地を利用して、洪水時に水を溜め、下流部への負担を
軽減することをいいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

河川水辺の国勢調査は、全国の主要な川における河川環境に関わる
基礎的な情報を蓄積していくため、国土交通省と自治体が実施してい
る調査です。平成2年から生物調査、河川空間利用実態調査を、平成
3年から河川調査を開始し、概ね５年毎に再調査を実施しています。　
　　　　　　　　　　

濁った洪水を堰き止めてバイパス水路に導くための施設です。　　　　

洪水時にダム湖に流入する土砂のうち、粗いものを捕捉するための施
設です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

橋梁や道路、かんがい用水や水道用水を河川から取水するための施
設、下水処理した水を河川に流す施設等、河川管理者以外が河川管
理以外の目的で河川区域内に設置するものです。これらは河川管理
者の許可を得て堤防等に設置されていることから、許可工作物といい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

豊かでうるおいのある質の高い国民生活や、良好な環境を求める国民
のニーズの増大等の最近の動きに的確に応えるため、これまでの工事
実施基本計画の制度を見直し、新たな計画制度を創設しました。具体
的には、工事実施基本計画で定めている内容を、河川整備の基本とな
るべき事項を定めた河川整備基本方針と具体的な河川整備に関する
事項を定めた河川整備計画を作成することとなり、後者については、具
体的な川づくりが明らかになるように工事実施基本計画よりもさらに具
体化するとともに、地域の意向を反映する手続きを導入することとしま
した。

河川整備基本方針は、計画高水流量その他当該河川の河川工事及び
河川の維持について基本となるべき方針に関する事項を定めるもので
す。

ダムや遊水地等において洪水の下流への放流量を調節（抑制）する放
流操作のことで、下流部における洪水被害を防ぐ手法です。

基本高水流量とは、河川整備基本方針の中で決定される洪水防御の
計画の基本となる流量のうち、計画の規模の降雨が発生した場合に、
洪水防御の基準となる地点で発生する流量を指します。この流量を基
準として、洪水の防御の計画を立案するものです。

動植物の保護、漁業、景観、流水の清潔の保持、舟運、塩害防止、河
口閉塞の防止、河川管理施設の保護、地下水位の維持、既得かんが
い用水等の確保などの機能を維持することに必要な流量を確保するこ
とをいいます。

河川法第23条において、「河川の流水を占用しようとする者は、国土交
通省令で定めるところにより、河川管理者の許可を受けなければならな
い。」とされており、この規定により許可された流水の占用の権利を許可
水利権といいます。

旧河川法の制定前あるいは河川法指定前から、長期に渡り継続、かつ
反復して水を利用してきたという事実があってその排他的支配が社会
通念によって承認されて権利化したものをいいます。主にかんがい用水
ですが、飲水使用等もあります。

環境基本法により定める事となっている、河川などの公共用水域の水質
汚濁における環境上の条件として、人の健康を保護し、生活環境を保
全する上で維持することが望ましい基準です。

一級河川の幹川など、国が管理する区間のうち、国土交通大臣が直
接管理する区間を大臣管理区間としい、それ以外の区間で国土交通
大臣が指定し、管理の一部を都道府県に委任している区間を指定区
間(県管理区間)といいます。

流砂系とは、流域の源流部から海岸までの一貫した土砂の運動領域
を一つの系としてとらえたものです。

ダム、堰、水門、堤防、護岸、床止め、樹林帯等、河川管理を目的と
して設置された施設をいいます。

河川沿いに発達する階段状の地形であり、平坦な部分と急傾斜な崖
が交互にあらわれます。川の流れによる侵食と、土地の隆起により形
成される地形です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

扇状地が侵食によって深くえぐられ、平坦な谷の作られた地形です。
伊那谷で多く見られる地形です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

洪水時の澪筋が湾曲して残された箇所、水制などによる砂州の形成に
よって河川の通常の流れと分離した箇所などで、流速がきわめて小さ
い閉鎖的な水域を指します。

川をよく見ると、流れが速く水深の浅い場所と流れが遅く水深の深い場
所があります。この流れが速く浅い場所を瀬といい、その前後で流れが
緩やかで深いところを淵といいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

洪水は山地から平野部へ流れ出す時に勢いが小さくなるため、石を運
ぶ力も弱くなります。このため山をぬけると、水と一緒に流れてきた土
砂や砂礫が同心円状に堆積して、扇型の地形を作ります。この地形を
上空から見た時、扇形に見えるため扇状地といい、河道が山間部から
出て扇状地が始まる頂点を扇頂部といいます。

昭和39年に制定された河川法に基づき、各水系毎に決定された計画。
平成9年の河川法改正により「河川整備基本方針」と「河川整備計画」を
決めることに改められました。


